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§2出　現時　刻
観測報告による出現時刻は大艦i1月17日3時32分より3時35分迄の闇であ
る。併し，花山天文憂に於いて，筆者並びに他の二氏の観測は3時34分であ
る．此れは観測開始前（2時頃）に天：文肇の＊青白時計に合はされたものであるか
ら，此の時刻を探用するのが最も安當であると思ふ．故に，火球の出現時刻
は昭和9年11月17日3時34：分（日本中央標準時）となる．
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　§3消滅馳の決定
　浦滅瓢を決定するには，求める黙の維度及び緯度の或る画藪を末知数とし
て．各観測につV・て條件方程式を作り，所謂“最小自乗法”によって高知数
を求める．此の際紛る観測所より見たる求むる鮎の方位線に封して，観測滑
滅鮎より下せる電線の長さの自乗の和を最小にする様にする．此れ等は総べ
て天球上の大圓の弧にて取扱ひ，縮べて角度にて表はされる．末細数の数は
2個口ある．先づ此の最小自乗法にかけるに先立ち，過失誤差其他の有害な
る誤差を避けなければならない．其のために先づ，圖解法によって，各観測
所につv・て方位線を引いて大過の浦滅黙を求め，其れに鹸りに距たれる観測
は捨ててしまふ．かくして得られた最も確からしい観測は，美濃町，瀬戸，
花山，生駒，和激山，引戸の6箇所である．此れ等から作った三二方程式を
解くに際し，適當にWeightをつけなければならな）・．所が，美濃町，瀬戸
の2箇所は他の4箇所に比し今同は地理的に甚だ有利な揚所にある・其れ故
此等のWeightを馨りva　L5（他は1．0）と置）・た．此くして得られた潰滅瓢の位
置は，λ＝ユ37。11！7士1！5　ψコ＋34。46！9±O’．7である，次に大阪に於v・て
撮影された乾板を滲考にすると，此の値は少々修正しなければならなV・・（勿
論爲眞の消滅鮎は眼覗の1省滅黙と匪等しなければならない）故に結局最も確
からしV・三聖瓢として下の値を得た．
　　　　　1＝：137011！7　qp＝十34045！0
　2Pち渥美濁の眞只中に位する（花山急報第120號所載小壁氏の圖解法による結果
と大回一致する・乞参照）此の消滅貼に慣して各観測の誤差（前記との値）を求
むれば下の如くなる・香川縣槻音寺町の槻測を除けば他は総べて可なり良好
である・大阪の爲眞観測及び兵庫縣相生町の観測からは其の性質上之を求む
　　　　　　　　　　　　ることが出縦なかった〉．
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　4§二二鮎の高さ
　消滅黙の地心経緯度が解かれば，各繰則所に於
ける1得醤油の観測高度より，其の高さが直ちに知
れる・嚴蜜に定める衆めには，詔命測者の海抜標
高を知らねばならない．滲謀本部の地圃によって，
出誤るだけ正しく求めたけれども，勿論0．1粁以下
の誤差はまぬがれない。地球を楯圓と假乱し，各
鮎に於ける地心斜径の違ぴをも考へに入れて，上
記の記帳黒田につき，其の高さを求むれば下の如く
なる．
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（花山急報第124號小嶺氏の結果を滲照され度し）（末完）
